
畜産学部 共通科目，専門科目シラバス（令和７年度(1年生))
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授 業 科 目 家畜栄養 講師名 大塚 彰

（鹿児島大学共同獣医学部教授）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

テーマ及び到達目標 家畜に対する栄養，栄養素の機能，消化吸収の理論について説明し，畜産経営に必要な飼料設

計や栄養管理についての知識を習得させる。

使用教材

①テキスト・教材 講師作成資料

②参考文献

第１～５時限 １ 飼料と栄養素

２ 飼料の原料，分類

授 業 ３ 飼料の一般成分

スケジュール ４ デタージェント成分（ADF,NDF)

５ 飼料成分の見方

第６～10時限 ６ 栄養素の消化吸収

７ 消化率

８ 消化率の計算方法

９ 消化試験方法

10 TDNの求め方

第11～15時限 11 反芻動物の消化の特徴①

12 反芻動物の消化の特徴②

13 豚の消化の特徴

14 まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価



授 業 科 目 家畜育種 講師名 下桐猛

（鹿児島大学共同獣医学部教授）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

テーマ及び到達目標 ○動物の遺伝

○牛・豚の遺伝について理解し，畜産経営に必要なに育種改良の基礎的な知識を習得させる。

使用教材 講師作成資料

①テキスト・教材

②参考文献

第１～５時限 １ 動物の改良，家畜化

２ ウシとブタの品種

授 業 ３ 育種の歴史，経済形質

スケジュール ４ 形質と変異

５ 質的形質の遺伝

第６～10時限 ６ メンデルの法則とその拡張

７ 質的形質の例

８ 量的形質の遺伝

９ 遺伝率

10 育種価と多様性

第11～15時限 11 血縁の遺伝

12 血縁係数の演習

13 近親交配と近交退化

14 近交係数の演習

15 雑種の利用，能力検定

16 まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価



授 業 科 目 家畜解剖Ⅰ 講師名 松元光春

（元鹿児島大学共同獣医学部教授）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 ３０ 単位数 ２

授 業 形 態 講義方式

○牛，豚の解剖学

テーマ及び到達目標 ○家畜の各器官に関する解剖学的な知識を習得させる。

使用教材

①テキスト・教材 講師作成資料

②参考文献

第１～５時限 １ 解剖学の概要

１）家畜体の区分と方向

２）骨の形態，構造，機能

授 業 ３）細胞と組織

スケジュール 第６～10時限 ２ 骨格と筋肉

１）骨学一般

２）骨格の区分

３）筋肉の一般

第11～20時限 ３ 体腔と内臓

１）家畜の体腔

２）消化器

３）呼吸器

４）泌尿器

５）生殖器

６）内分泌器官

第21～30時限 ４ その他の器官

１）脈管系

２）神経系

３）感覚器

４）外皮，乳房

５）蹄の構造，役割

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価



授 業 科 目 家畜解剖Ⅱ 講師名 松元光春 （元鹿児島大学共同獣医学部教授）

辻尾祐志 （鹿児島大学共同獣医学部助教）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 実習方式

○牛，豚の解剖実習

テーマ及び到達目標 ○家畜の各器官の構造，配置等について実習を通じて習得させる。

使用教材

①テキスト・教材 家畜各１頭 （牛，豚）

②参考文献

第１～５時限 １ 解剖について

１）解剖の基本

授 業 ２）解剖の準備

スケジュール

第６～15時限 ２ 牛・豚の解剖

１）骨格の構造

２）筋肉の構造

３）消化器官の構造

４）生殖器及び乳器の構造

５）循環器系の構造

６）神経系の形態

７）蹄の構造

８）まとめ

成 績 評 価 レポート（スケッチ）・出席状況・学習態度で評価



授 業 科 目 家畜生理 講師名 安藤 貴朗

（鹿児島大学共同獣医学部特任教授）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

テーマ及び到達目標 ○家畜の生理

○家畜の生理や体の仕組みを理解し，家畜の飼養管理に必要な知識を習得させる。

使用教材 講師作成資料

①テキスト・教材

②参考文献

第１～５時限 １ 細胞生理

１）細胞構造の基礎，遺伝子の構造と機能

授 業 ２）リボソームと蛋白質生合成，ミトコンドリアとエネルギー産生

スケジュール ２ 栄養生理

３ 消化と吸収

１）食物と栄養学,消化と吸収の概念

２）口腔消化，複胃の消化，単胃の消化，腸消化と吸収

第６～10時限 ４ ビタミンの生理

５ ホルモンの生理

６ 血液生理

１）血液の働きと構成

２）血液循環の経路

第11～15時限 ７ 筋肉生理

１）胃格筋の構造

２）筋収縮の性質

８ ＢＳＥ

９ 発育不良豚

10 まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価



授 業 科 目 家畜繁殖 講師名 大久津昌治

（鹿児島大学農学部准教授）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

家畜の繁殖生理

テーマ及び到達目標 家畜繁殖の意義と理論を理解し，畜産経営に必要な家畜人工授精及び改良繁殖技術を習得させ

る。

使用教材

①テキスト・教材 講師作成資料

②参考文献

第１～７時限

１ 家畜の体の構造と機能

２ 家畜の雄性生殖器の構造と機能

授 業 ３ 精子の形成と形態

スケジュール ４ 家畜の雌性生殖器の構造と機能

５ 卵子の形成と形態

第８～15時限

６ 性成熟及び性周期（発情周期）

７ 繁殖季節及び発情

８ 交配・受精・初期発生・着床のしくみ

９ 分娩及び泌乳

10 まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価



授 業 科 目 家畜衛生 講師名 （鹿児島中央家畜保健衛生所）

（南薩家畜保健衛生所）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

○家畜衛生に関する国内外の情報を学習する。

テーマ及び到達目標 ○家畜に対する一般的な衛生知識と主な疾病の予防対策を習得させる。

使用教材

①テキスト・教材 （１）作成教材 （２）ビデオ，文献

②参考文献 講師作成資料，パワーポイント，啓発用ビデオ

第１～５時限

１ 家畜保健衛生所の役割（主な業務）

２ 家畜伝染病予防法（発生予防）

授 業 ３ 家畜伝染病予防法（まん延防止）

スケジュール ４ 家畜飼養衛生管理基準

５ ポジティブリストと抗生物質

第６～10時限

６ 最近の家畜衛生事情

７ 主な家畜伝染病

８ 口蹄疫

９ ヨーネ病

10 牛伝染性リンパ腫

11 消化器系の病気

12 泌尿器系の病気

13 呼吸器系の病気

14 循環器系の病気 その他

第11～15時限

15 BSE特措法（肉用牛・酪農）

16 牛の異常産とワクチネーション

17 種畜衛生検査，牛の遺伝病

18 消毒の方法，人工授精の衛生

19 まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 畜産環境保全 講師名 （畜産振興課耕畜連携飼料対策係）

（農大畜産学部職員）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 ３０ 単位数 ２

授 業 形 態 講義方式

○畜産環境保全・家畜排せつ物処理

テーマ及び到達目標 ○畜産経営にかかわる環境保全を図るため，家畜ふん尿の適切な処理技術を習得させる。

使用教材 講師作成資料

①テキスト・教材

②参考文献

（畜産振興課）

第１～５時限 １ 環境保全の目的

１）環境保全とは

授 業 ２）地球温暖化

スケジュール ３）オゾン層の破壊

４）環境ホルモン

第６～10時限 ２ 畜産環境保全に関する法規

１）家畜排泄物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律

２）その他の関連法規

(1)環境基本法

(2)水質汚濁防止法

(3)悪臭防止法

第11～15時限 ３ 家畜糞尿処理の基本技術

１）糞尿処理に関する用語

２）堆肥化処理技術

（農大）

第１～10時限 １ 家畜糞尿処理の応用技術

１）人の健康に悪影響のある病原菌

２）堆肥化と汚水処理条件

３）堆肥化と汚水処理装置

第11～15時限 ２ 優良事例紹介

３ 今後の環境保全の動向

４ まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 肉用牛・酪農・養豚経営各論 講師名 １年担任

（農大畜産学部職員）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

畜産経営を展開する中で，農場で働くひとりひとりが意欲的で自分で考え，進んで問題を解決

テーマ及び到達目標 していくメンバーとなるためにはどうすれば良いのか。技術問題以外の要素で農場内で課題とな

る「人」，「農場での様々な仕組み」について学び，農場経営において生じるさまざまな課題に

対応できる力を養成する。

使用教材 講師作成資料

①テキスト・教材

②参考文献

第１～５時限 １ 整理整頓について

１）整理整頓の意味

２）農場で整理整頓するもの

授 業

スケジュール

第６～10時限 ３）メモの技術

４）日誌の書き方

２ 成功の作り方

１）目標の立て方

２）緊急度と重要度

第11～15時限 ３ 仕組み 見える化

４ まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 畜産流通加工 講師名 青木孝良 （元鹿児島大学農学部教授）

（農大農村生活研修課職員）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 ３０ 単位数 ２

授 業 形 態 講義方式

○畜産物の流通と加工実習

テーマ及び到達目標 ○畜産物の流通や価格安定制度について習得させる。

乳・肉の加工実習を通じて，食品衛生や６次産業化について習得させる。

使用教材

①テキスト・教材 講師作成資料

②参考文献

（青木）

第１～２時限 １ 流通組織と経路

１）流通の機能 ２）流通マージン

授 業

スケジュール 第３～５時限 ２ 畜産物の流通

１）畜産物の価格形成 ２）畜産物の価格変動 ３）畜産物の消費動向

第６～10時限 ３ 畜産物流通の実態

１）牛乳と乳製品 ２）肉用牛と牛乳 ３）豚肉，鶏卵と鶏肉

第11～15時限 ４ 畜産物価格安定制度

１）畜産物価格安定制度とは ２）制度の内容

５ まとめ

（農大）

第１～５時限

食品加工時の衛生管理，畜産加工の基礎知識

第６～15時限

畜肉加工技術の実習

まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 生物工学総論 講師名 大久津昌治 （鹿児島大学農学部准教授）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科，養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

人工授精・受精卵移植

テーマ及び到達目標 人工授精及び受精卵移植（体内・体外）技術などの先端技術に関する知識，技術を習得させ

る。

使用教材 １．講師作成資料

①テキスト・教材

②参考文献

第１～８時限 １ 家畜生殖の基本

１）家畜の生殖の形態と機能

授 業 ２）家畜の繁殖（発情周期，交配，受精，着床）

スケジュール ３）家畜の精子・卵子・受精卵の取り扱い

４）家畜の人工授精（理論と実際）

５）家畜の生殖に関するホルモン

第９～11時限 ２ 体内受精卵

１）家畜の体内受精卵移植（理論と実際）

２）体内受精卵移植の長所と短所

第12～15時限 ３ 体外受精卵

１）家畜の体外受精卵移植（理論と実際）

２）体外受精卵移植の長所と短所

３）まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価



授 業 科 目 スマート農業概論 講師名 （経営技術課普及企画係）

（専門普及指導員）

（九州農政局）

（農大職員）

履 修 学 科 肉用牛科・酪農科 履修年次 １ 履修時間 １５ 単 位 １

・養豚科

授 業 形 態 講義形式

テーマ及び達成目標 近年，作業のロボット化やICT技術の導入などスマート農業技術が急激に進みつ

つある。そこで，学生のこれら技術に対する知識を深めさせるとともに，十二分

に活用できるよう技術習得を図る。

使用教材

①テキスト・教材 講師作成資料

②参考文献

第１～４時限 スマート農業の概要 普及企画係

(農学・畜産共通) スマート農業現地導入事例

授 業 実演

スケジュール

第５～９時限 ＩCT技術，ロボット化等の先進技術 専門普及指導員

第10～13時限 スマート農業を巡る情勢 九州農政局

第14～15時限 スマート農業機器実演 農大畜産学部職員

成 績 評 価 レポート等

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 飼料作物 講師名 （農大畜産学部研究科職員）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

テーマ及び到達目標 １ 土・草・家畜の物質循環を基本とした自給飼料生産体系を理解する。

２ 低コスト自給飼料生産体系を理解する。

使用教材 １ 講師作成資料

①テキスト・教材

②参考文献

第１～５時限 １．自給飼料生産の意義

２．自給飼料の生産コスト

授 業 ３．土・草・家畜の物質循環

スケジュール ４．飼料作物の草種

５．飼料作物の品種

第６～10時限 ６．飼料畑の耕起法（耕起と不耕起）

７．施肥（土壌分析・堆肥・化学肥料）

８．良質堆肥の作り方

９．家畜ふん堆肥の肥料成分の特性

10．播種（条播・散播）

第11～15時限 11．雑草防除

12．病害虫防除

13．飼料作物の収穫時期と飼料成分

14．飼料作物の作付体系

15．飼料作物の機械化栽培体系

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 家畜人工授精 講師名 1年担任

（農大畜産学部肉用牛科）

履 修 学 科 肉用牛科，酪農科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義，実習方式

家畜人工授精

テーマ及び到達目標 家畜の人工授精の理論と技術を理解し，家畜人工授精師資格取得に必要な知識，技術を習得す

る。

使用教材 「家畜人工授精講習会テキスト」（家畜人工授精編） 日本家畜人工授精師協会等

①テキスト・教材

②参考文献

第１～４時限 １．人工授精の概要

１）人工授精の歴史

授 業 ２）人工授精の意義

スケジュール

第５～９時限 ２．精液の採取と検査

１）精液の採取

２）精液と精子の検査

３）精液の希釈

４）保存方法

第10～15時限 ３．発情と精液注入

１）発情鑑定

２）精液の注入

３）器具の種類と特性

４）消毒の原理と方法

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 家畜登録審査 講師名 草野 昭徳

（和牛登録協会鹿児島支部）

履 修 学 科 肉用牛科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義，実習方式

黒毛和牛の登録審査

テーマ及び到達目標 １ 登録審査の基本

・本県における肉用牛（和牛）改良の歴史及び今後の改良の方向性を理解する。

・育種価の活用方法について理解する。

・和牛の育種改良を図るため，外貌による審査技術や登録書の見方・書き方を理解する。

２ 登録審査の実技

・各部位の名称，体格測定の方法を実技を通じて理解する。

・子牛登記・和牛登録審査の方法を実技を通じて理解する。

使用教材 １ 講師作成資料

①テキスト・教材 ２ 和牛登録事務必携（赤本）等

②参考文献

第１～５時限 １ 和牛の改良

①和牛改良の歴史

授 業 ②和牛改良の方向

スケジュール ③本県の取組み

④育種価について

第６～10時限 ２ 家畜の登録

①関係法規と登録の必要性

②登録書の見方

第11～15時限 ３ 家畜の審査

①各部位の名称

②測尺

③家畜の見方

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 生物工学実習 講師名 １年担任

（農大畜産学部肉用牛科）

履 修 学 科 肉用牛科 履修学年 １ 履修時限数 ４５ 単位数 １

授 業 形 態 講義，実習方式

テーマ及び到達目標 ＜肉用牛の消化，人工授精技術＞

肉用牛のルーメンの消化を理解する。

採血や直腸検査等の実習を通じて理解し，基本的な畜産経営の技術を習得する。

使用教材

①テキスト・教材 家畜人工授精講習会テキスト

②参考文献 超音波診断装置，実体顕微鏡

第１～５時限 １ ル－メン微生物 ① 内容物採取

② プロトゾアの性質

授 業

スケジュール 第６～10時限 ２ 血液成分 ① 採血方法，遠心分離

② 成分分析

第11～20時限 ３ 種付けの理論 ① 生殖器の構造

② 精子及び卵子の移動ならびにその機能の変化

第21～30時限 ４ 直腸検査 ① 直腸検査手技

② 早期妊娠診断

③ 超音波診断法

第31～45時限 ５ 精液処理 ① 精液の保管方法

② 精子の融解方法

③ 精液の注入方法

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 卒業論文 講師名 1年担任

（農大畜産学部肉用牛科）

履 修 学 科 肉用牛科 履修学年 １ 履修時限数 ３０ 単位数 ２

授 業 形 態 課題設定，計画作成，調査研究方式

研究プロジェクト（個人）

テーマ及び到達目標 大学校農場並びに地域農業の素材の中から研究課題を選定し，経営プロジェクト等と関連させ

ながら調査研究し，その成果を卒業論文としてまとめる。

使用教材

①テキスト・教材 各種文献，パソコン，液晶プロジェクター

②参考文献

課題設定 ①卒業論文の目的

②課題設定の留意点

授 業 ③課題に伴う文献収集

スケジュール ④調査研究の進め方

計画作成 ①調査内容と項目

②計画書作成

③計画発表会

④調査研究

成 績 評 価 卒業論文評価基準による

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 専攻学習 講師名 １年担任

（農大畜産学部肉用牛科）

履 修 学 科 肉用牛科 履修学年 １ 履修時限数 ６７５ 単位数 １５

授 業 形 態 実習方式

テーマ及び到達目標 ○肉用牛の飼養管理

○農場実習を通じ，プロジェクト学習法による課題解決の能力を身につけ，畜産経営における自

発的・積極的な活動姿勢を養成する。

使用教材

①テキスト・教材 家畜 農場各種教材

②参考文献

１ 専攻学習の計画

①プロジェクト学習の目的

授 業 ②学習の計画作成

スケジュール

２ 実践と記録

①データの収集

②データの取りまとめ

③中間成績の取りまとめ

④家畜の飼養管理

飼料給与，哺育育成，周産期管理

⑤家畜繁殖管理

分娩後の発情確認，発情周期の把握，人工授精

成 績 評 価 専攻学習評価基準による

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 飼料作物 講師名 農大畜産学部担任

履 修 学 科 肉用牛科、酪農科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

テーマ及び到達目標 １ 土・草・家畜の物質循環を基本とした自給飼料生産体系を理解する。

２ 低コスト自給飼料生産体系を理解する。

使用教材 講師作成資料

①テキスト・教材 日本標準飼料成分表

②参考文献

第１～５時限 １．自給飼料生産の意義

２．自給飼料の生産コスト

授 業 ３．土・草・家畜の物質循環

スケジュール ４．飼料作物の草種

５．飼料作物の品種

第６～10時限 ６．飼料畑の耕起法（耕起と不耕起）

７．施肥（土壌分析・堆肥・化学肥料）

８．良質堆肥の作り方

９．家畜ふん堆肥の肥料成分の特性

10．播種（条播・散播）

第11～15時限 11．雑草防除

12．病害虫防除

13．飼料作物の収穫時期と飼料成分

14．飼料作物の作付体系

15．飼料作物の機械化栽培体系

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 家畜人工授精 講師名 農大畜産学部担任

履 修 学 科 肉用牛科、酪農科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義、実習方式

家畜人工授精

テーマ及び到達目標 家畜の人工授精の理論と技術を理解し，家畜人工授精師資格取得に必要な知識，技術を習得す

る。

使用教材 「家畜人工授精講習会テキスト」（家畜人工授精編） 日本家畜人工授精師協会

①テキスト・教材

②参考文献

第１～４時限 １．人工授精の概要

１）人工授精の歴史

授 業 ２）人工授精の意義

スケジュール

第５～９時限 ２．精液の採取と検査

１）精液の採取

２）精液と精子の検査

３）精液の希釈

４）保存方法

第10～15時限 ３．発情と精液注入

１）発情鑑定

２）精液の注入

３）器具の種類と特性

４）消毒の原理と方法

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 家畜登録審査 講師名 県酪農業協同組合酪農生産部長

履 修 学 科 酪農科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式、実習方式

テーマ及び到達目標 ○乳用牛の登録審査

○乳用牛の育種改良のための外貌の審査技術や登録書の見方・書き方を理解する。

使用教材 「ホルスタインの見方」 日本ホルスタイン登録協会

①テキスト・教材

②参考文献

第１～５時限 １．家畜の改良

１）家畜の改良の方向

授 業 ２）本県の取組み

スケジュール ２．家畜の登録

１）関係法規と登録の必要性

２）登録書の見方

３）ホルスタインの見方

４）共進会での審査等について

第６～10時限 ３．家畜の審査

１）各部位の名称

２）測尺

３）牛の審査と講評

４）ＢＣＳの付け方

第11～15時限 ４．乳牛改良の現状

５．近交係数

６．まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 生物工学実習 講師名 １年担任

（農大畜産学部酪農科）

履 修 学 科 酪農科 履修学年 １ 履修時限数 ４５ 単位数 １

授 業 形 態 講義、実習方式

テーマ及び到達目標 ○乳用牛の消化，人工授精技術

○乳用牛のルーメンの消化を理解する。

受精卵移植の先端技術を実験実習を通じて理解し，技術革新に対応した畜産経営の技術を習得

する。

１．「家畜人工授精講習会テキスト」（家畜人工授精編） 日本家畜人工授精師協会

使用教材 ２． 〃 （受精卵移植編） 〃

①テキスト・教材 ３． 〃 （体外受精卵移植編） 〃

②参考文献 ４．柏村 文郎 他 「乳牛管理の基礎と応用」 デイリージャパン社

５．ビデオ

第１～５時限 １ ル－メン微生物

１） 細菌の性質

２） プロトゾアの性質

授 業 第６～10時限 ２ 血液成分

スケジュール １）採血方法 遠心分離

２）成分分析

第11～20時限 ３ 種付けの理論

１）生殖器の構造

２）精子及び卵子の移動ならびにその機能の変化

第21～30時限 ４ 直腸検査

１）直腸検査手技

２）早期妊娠診断

３）超音波診断法

第31～45時限 ５ 精液処理

１）精液の保管方法

２）精子の融解方法

３）精子の注入方法

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 卒業論文 講師名 １年担任

（農大畜産学部酪農科）

履 修 学 科 酪農科 履修学年 １ 履修時限数 ３０ 単位数 ２

授 業 形 態 課題設定，計画作成，調査研究方式

テーマ及び到達目標 ○研究プロジェクト（個人）

○大学校農場並びに地域農業の素材の中から研究課題を選定し，経営プロジェクト等と関連させ

ながら調査研究し，その成果を卒業論文としてまとめる。

使用教材

①テキスト・教材 各種文献、参考図書

②参考文献

第１～５時限 １．課題設定

１）卒業論文の目的

授 業 ２）課題設定の留意点

スケジュール ３）課題に伴う文献収集

４）調査研究の進め方

第６～30時限 ２．計画作成

１）調査内容と項目

２）計画書作成

３）計画発表会

４）調査研究

成 績 評 価 卒業論文評価基準による

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 専攻学習 講師名 １年担任

（農大畜産学部酪農科）

履 修 学 科 酪農科 履修学年 １ 履修時限数 ６７５ 単位数 １５

授 業 形 態 実習方式

テーマ及び到達目標 ○乳用牛の飼養管理

○農場実習を通じ，プロジェクト学習法による課題解決の能力を身につけ，畜産経営における

自発的・積極的な活動姿勢を養成する。

１．各科農場

使用教材 ２．「家畜人工授精講習会テキスト」（家畜人工授精編） 日本家畜人工授精師協会

①テキスト・教材 ３．その他

②参考文献

１ プロジェクト学習の目的

授 業

スケジュール ２ 学習の計画作成

３ プロジェクト活動

１）家畜の飼養管理

飼料給与、哺育育成、周産期管理、搾乳

２）家畜繁殖管理

分娩後の発情確認、発情周期の把握、人工授精

４ 中間成績の取りまとめ

成 績 評 価 専攻学習評価基準による

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 豚病学 講師名 松浦榮次

（松浦動物病院長）

履 修 学 科 養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

テーマ及び到達目標 豚の疾病

豚特有の疾病について学び，その予防策を習得させる。

使用教材

①テキスト・教材 講師作成資料

②参考文献

第１～５時限 １ 南九州の豚疾病の現状

２ 種雄豚及び種雌豚の疾病

授 業 ３ 死流産を起こす疾病

スケジュール ４ ウィルス性，細菌性，原虫性疾病の症状と対策

第６～10時限 １ 哺乳子豚の疾病

２ 離乳子豚の疾病

３ 消化器病，呼吸器病の原因と対策

第11～15時限 １ 肥育豚の疾病

２ カビ中毒，亜硝酸塩中毒，薬物中毒

３ 補液剤，人工初乳，人工常乳の調整方法

４ まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 家畜人工授精 講師名 １年担任

（農大畜産学部養豚科）

履 修 学 科 養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義、実習方式

○家畜人工授精

テーマ及び到達目標 ○家畜の人工授精の理論と技術を理解し，家畜人工授精師資格取得に必要な知識，技術を習得

する。

使用教材

①テキスト・教材 「家畜人工授精講習会テキスト」（家畜人工授精編） 日本家畜人工授精師協会

②参考文献

第１～２時限 １ 人工授精の意義と法規測

１）豚人工授精の意義

授 業 ２）人工授精の制限規制

スケジュール

第３～５時限 ２ 精液の採取と検査

１）精液の採取

２）精液検査

第６～10時限 ３ 精液の保存法

１）精液の希釈と液状保存

２）凍結保存と融解

第11～15時限 ４ 精液の注入

５ 衛生管理技術

１）滅菌・消毒法

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 家畜登録審査 講師名 鳥越辰朗

（元鹿児島県畜産協会コンサルタント）

履 修 学 科 養豚科 履修学年 １ 履修時限数 １５ 単位数 １

授 業 形 態 講義方式

○豚の登録審査

テーマ及び到達目標 ○本県における豚の改良の歴史・今後の改良方向を理解する。

○豚の育種改良を図るため，品種の特徴・外貌による審査技術や登録書の見方・書き方を

理解する。

使用教材

①テキスト・教材 講師作成資料

②参考文献

第１～８時限 １ 養豚情勢

２ 審査の目的

授 業 ３ 審査手法

スケジュール ４ 改良選抜，淘汰

５ 品種の特徴

６ 遺伝について

７ 雌系・雄系品種について

８ 雑種利用について

第９～10時限 １ 審査と登録・登記

２ 遺伝的不良形質について

３ 一腹記録

４ 審査基準について

５ 遺伝率と繁殖能力・産肉能力について

第15時限 １ 記述試験

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 生物工学実習 講師名 １年担任

（農大畜産学部養豚科）

履 修 学 科 養豚科 履修学年 １ 履修時限数 ４５ 単位数 １

授 業 形 態 講義、実習方式

○精液処理

テーマ及び到達目標 ○液状精液等の技術について実験実習を通じて理解し，技術革新に対応した畜産経営の技術を

習得させる。

使用教材

①テキスト・教材 １．「家畜人工授精講習会テキスト」（家畜人工授精編） 日本家畜人工授精師協会

②参考文献 ２．講師作成資料

Ⅰ 精液処理

① 精液採取

授 業 ② 精液の状況

スケジュール ③ 精子の検査

④ 精液の検査

⑤ 精液の液状処理

Ⅱ まとめ

成 績 評 価 筆記試験・出席状況・学習態度で評価

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 卒業論文 講師名 １年担任

（農大畜産学部養豚科）

履 修 学 科 養豚科 履修学年 １ 履修時限数 ３０ 単位数 ２

授 業 形 態 課題設定，計画作成，調査研究方式

テーマ及び到達目標 ○研究プロジェクト（個人）

○大学校農場並びに地域農業の素材の中から研究課題を選定し，経営プロジェクト等と関連させ

ながら調査研究し，その成果を卒業論文としてまとめる。

使用教材

①テキスト・教材 各種文献、参考図書

②参考文献

１．課題設定

１）卒業論文の目的

授 業 ２）課題設定の留意点

スケジュール ３）課題に伴う文献収集

４）調査研究の進め方

２．計画作成

１）調査内容と項目

２）計画書作成

３）計画発表会

４）調査研究

成 績 評 価 卒業論文評価基準による

※実務経験のある教員等による授業科目



授 業 科 目 専攻学習 講師名 １年担任

（農大畜産学部養豚科）

履 修 学 科 養豚科 履修学年 １ 履修時限数 ６７５ 単位数 １５

授 業 形 態 実習方式

テーマ及び到達目標 ○豚の飼養管理

○農場実習を通じ，プロジェクト学習法による課題解決の能力を身につけ，畜産経営における

自発的・積極的な活動姿勢を養成する。

使用教材 １．講師作成資料

①テキスト・教材 ２．「家畜人工授精講習会テキスト」（家畜人工授精編） 日本家畜人工授精師協会

②参考文献 ３．雑誌「養豚界」等 その他

１ プロジェクト学習の目的

授 業

スケジュール ２ 学習の計画作成

３ プロジェクト活動

①家畜の飼養管理

飼料給与、哺育育成、肥育管理、出荷調整

②家畜繁殖管理

分娩後の発情確認、発情周期の把握、人工授精

４ 中間成績の取りまとめ

成 績 評 価 専攻学習評価基準による

※実務経験のある教員等による授業科目


